
 

「日本人の食事摂取基準（2025年版）」策定検討会 開催要綱 

 

１ 目 的 

「日本人の食事摂取基準」は、健康増進法（平成 14年法律第 103号）第 16条

の２に基づき、国民の健康の保持・増進を目的とし、エネルギー及び各栄養素の

摂取量の基準を定めたものである。本基準は５年ごとに改定しており、現行の

「日本人の食事摂取基準（2020年版）」が令和６(2024)年度までであることから、

令和７(2025)年度以降の新たな基準を策定する必要がある。 

令和６年度から開始される「健康日本 21（第三次）」では、生活習慣病の発症

予防及び重症化予防に加え、生活機能の維持・向上の観点も踏まえた取組を推進

する方針が示されていることを踏まえ、新たな基準では、栄養に関連した身体・

代謝機能の低下の回避の観点からの検討も進める必要がある。 

本検討会では、新たな「日本人の食事摂取基準（2025年版）」の策定に向けて、

各種診療ガイドラインの改訂内容を食事摂取基準の策定に反映できるかの検証

をはじめ、健康や疾患に関連する国内外の栄養に関する最新の知見を基に、基準

の方針・内容について検討するために開催するものである。 

  

２ 検討内容 

国内外における栄養学等の最新の知見や食事摂取基準に関する国際的な動向

を踏まえ、以下の検討を行う。 

（１）「日本人の食事摂取基準（2025年版）」の策定方針の決定 

（２）「日本人の食事摂取基準（2025年版）」の数値の策定と科学的根拠の整理 

（３）今後の食事摂取基準の在り方を検討するための論点整理    等 

 

３ 組 織 

（１）構成員は別紙のとおりとし、座長及び副座長を各１名置く。 

（２）本検討会には、必要に応じて別紙に掲げる構成員以外の関係者の出席を

求めることができる。 

（３）検討会の下に、ワーキンググループ（以下「WG」という。）を設置する。

WG は、本検討会の構成員のほか、より幅広い見地からの検討が可能とな

るよう、座長の意見を踏まえて、健康局長が選任する外部の者が構成員と

して参画するものとする。 

（４）構成員は、「日本人の食事摂取基準（2025 年版）」の策定報告までの間、

本検討会に参画する。 

 

４ 事務局 

検討会の庶務は、健康局健康課栄養指導室が行う。 

 

５ その他 

 検討会は、原則として公開とする。ただし、公開することにより、個人の権利

利益を害するおそれがあると認める場合等は、座長の判断により、会議、議事録

及び資料を非公開とする。 

この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、座長が健康

局長と協議の上定める。 
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